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はじめに

ブランディング活動は、アクティブチャイルドプログラムと JSPOの目指す姿や JSPOのブランド価値をより明確に

発信し、 “JSPOならでは” の体験を協会内外の様々な人々の間で共有することで、社会からの期待感を高めるとともに、

協会内での挑戦を後押しし、社会的価値や ブランドイメージの向上を図ることを目的としています。 そのために、

アクティブチャイルドプログラムの新たなブランド表現の方針となるブランドガイドラインを設定しました。

アクティブチャイルドプログラムのブランド表現に携わる方々が、このブランドガイドラインを十分に理解・運用する

ことで、 さまざまな国や地域の、それぞれのタッチポイントで発生しがちな印象のギャップが減少し、 一貫したブランド

イメージの展開が可能になります。

アクティブチャイルドプログラムのロゴの使用にあたっては、必ずマスターデータを使用し、正しく再現してください。
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クリエイティブコンセプトとは、ブランドの世界観を具体的に
見えるかたちで訴求する為の核となるコンセプトです。

アクティブチャイルドプログラムのクリエイティブコンセプトは、
「Move with Curiosity」です。

あらゆるビジュアル表現において、このコンセプトを一貫する
ことで、アクティブチャイルドプログラムらしい世界観の表現を
実現することができます。

クリエィティブコンセプト

「Move with Curiosity」というコンセプトは、子供の行動は
好奇心から始まり、それを刺激し、動くと遊ぶを結びつける
ことこそ、これからの未来を担う子供たちへの手助けになる、
ということを訴求していく考えが込められています。

楽しさ
健康的
科学 /知育的

積極的にからだを
動かす楽しさ、感動

動作やコンテンツへの興味 /
ワクワク感
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※ 右記のイメージはキービジュアルレイアウトの参考例ではありません。

Move with Curiosity に込めた想い

体験や表現のクライテリアワード

Move with Curiosity
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1.Design system
デザインシステム
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うんどう×あそび

1.1 基本デザイン要素
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ロゴ カラー

フォトスタイル

フォント

タグライン

ABC123 abcdefghijklmnopqrstuvwxyz@#$%*()
運動体操興味関心知育活動教育未来健康
あいうえおかきアイウエオカキ



1.2 ブランドの世界観

ブランドの世界観は、クリエイティブコンセプトを元に

基本デザイン要素を使用して作り上げるべきブランドの

印象を示したサンプルです。さまざまな媒体に展開して

いく際の指針とし、これらの表現と印象を作り上げるこ

とができるよう検討してください。
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ブランドロゴは、アクティブチャイルドプログラムブラ
ンドを象徴する最も重要な役割を担います。ブランドロ
ゴは、正式名称のものと、略称のものが存在します。

以降のページに示す規定を遵守し、ブランドロゴを正し
く表示してください。

※ブランドロゴは、必ずマスターデータを使用し、
正しく再現してください

1.3.1 ブランドロゴ
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正式名称ロゴ 略称ロゴ



アクティブチャイルドプログラムのブランドロゴはさま

ざまな場面でタイプ出来るよう、複数の文字組みスタイ

ルで構成されたロゴが存在いたします。

基本てな優先順位に従い、選定しつつ、誌面上のスペー

スなどに応じて、適切なロゴを選定し、使用してください。

1.3.2 ブランドロゴ (種類 )
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優先順位１

優先順位 3

優先順位 2



ブランドロゴは、フルカラーでの表示を基本とし、

白背景のブランドロゴを第一優先とします。

ブランドロゴは、常に明瞭に表示されるよう、

ブランドロゴと背景色とのコントラストを保ち、

視認性を確保してください。

単色の印刷物等は、グレースケールやモノクロ

で表示します。また、型押しや箔押し等の特殊

加工には、モノクロで表示してください。

※ブランドロゴは、必ずマスターデータを使用し、

正しく再現してください。

1.3.3 ブランドロゴ (表示色 )
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ブランドロゴは、フルカラーでの表示を基本とし、

白背景のブランドロゴを第一優先とします。

ブランドロゴは、常に明瞭に表示されるよう、

ブランドロゴと背景色とのコントラストを保ち、

視認性を確保してください。

単色の印刷物等は、グレースケールやモノクロ

で表示します。また、型押しや箔押し等の特殊

加工には、モノクロで表示してください。

※ブランドロゴは、必ずマスターデータを使用し、

正しく再現してください。

1.3.4 ブランドロゴ (表示色 )
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背景濃度

カラー

白黒

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

背景濃度 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



1.3.5 ブランドロゴ (クリアスペース /最小使用サイズ )
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アイソレーションエリア
ブランドロゴが常に象徴性を持って表現されるために、

ブランドロゴと他の要素との間に一定の余白を設定して

います。クリアスペース内に他の要素を表示することは

できません。（グラフィックエレメントと組み合わせて使

用する際はこの限りではありません）

マスターデータの周囲にはあらかじめクリアスペースが

透明のラインで配置されています。

最小使用サイズ
ブランドロゴは、常に読みやすく明瞭に表示されなけれ

ばなりません。ブランドロゴのサイズは、右記の最小使

用サイズを下回らないようにしてください。

また、印刷方法等によって最小使用サイズを確保してい

ても明瞭に表示できない場合は、最小使用サイズに関わ

らず、最適なサイズで表示してください。

H
N

0.2H 0.2H

0.8N 0.8N

0.8N

0.8N

0.2H

0.2H

H

0.2H 0.2H

18mm 18mm 35mm

0.2H

0.2H

最小サイズ



1.3.6 ブランドロゴ (ブランドロゴの不適切な使用例 )
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ブランドロゴの不適切な表示例です。ブランドロゴを誤っ

た形で表示することで、意図とするブランドの印象が正

しく伝わらない恐れがあります。

右記のような表示はしないでください。

また、右記の例は、主にタテ組を使用していますが、他

の種類の場合も同様です。

ブランドロゴは、必ずマスターデータを使用し、正しく

再現してください。

変形しない 回転しない 組み方を変えない 要素のバランスを変更しない

規定色以外で表示しない 書体を変更しない 任意の形で囲みをつけない 影などの効果を付加しない

Active
Child
Program

影などの効果を付加しない



1.3.7 ブランドカラー

13｜ Active Child Program Brand guideline Copyright Japan Sport Association. All rights reserved

ブランドカラーはアクティブチャイルドプログラムを表

現する上での重要な要素の一つです。

右記のカラーパレットに記載されている数値を参考にな

るべく再現性を高めてください。

※記載されている数値は近似値です。Pantone に合わせ

て印刷を行ってください。

PANTONE 661 C
C100 M80 Y0 K0

ブルー
BLUE

PANTONE 2347 C
C0 M95 Y80 K0

レッド
RED

PANTONE 2257 C
C75 M0 Y100 K0

グリーン
GREEN

PANTONE 7409 C
C0 M35 Y100 K0

イエロー
YELLOW

PANTONE 650 C
C12 M8 Y4 K0

グレー
GREY

C100 M100 Y100 K100

ブラック
BLACK

C0 M0 Y0 K0

R0 G60 B160 R235 G38 B45 R0 G182 B63 R255 G185 B0

R229 G232 B239 R0 G0 B0 R255 G255 B255 

ホワイト
WHITE



1.3.8 グラフィックエレメント（Growing type）
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アクティブチャイルドプログラムのグラフィックエレメ

ントはブランドコミュニケーションに活気を与え、子供

の好奇心を訴求するだけでなく、文字としての情報訴求

の機能も備えています。

グラフィックエレメントとして使用する場合と、文字と

して使用する場合とでの使用方法を意識しなら制作を

行ってください。

ACP Kids ACP Teen


